
令和４年１月 第１回定例庁議 

 

１ 開催日時 令和４年１月５日（水）午前９時 30 分～午前 10 時５分 
 
２ 開催場所 ４階特別会議室 
 
３ 付議事項（第６条） 

 

⑴ 指示事項（市長の指示、注意等） 

全国的にコロナの感染者が増えており、第６波が懸念されている。基本的な感染

症対策について、市民にも呼びかけながら、引き続き全庁的な対応をお願いする。 

１月 21 日の臨時議会において、農業者に対するコロナ対策事業等について上程

する予定である。 

 

 ⑵ 審議事項（市行政運営の基本方針、総合計画、重要議案、主要事業計画等の策定

及び調整に関すること） 

 ①第３次スポーツ振興ビジョン（案）、②第４次生涯学習推進計画（案）につい

て（市民生活部長） 

  12 月に市議会都市環境委員会で審議をいただき、現時点の案をまとめたので

審議をお願いする。 

  （資料に基づき説明＝市民生活部スポーツ推進課市民体育担当長） 

  （資料に基づき説明＝市民生活部生涯学習課副課長） 

 ・計画策定の経緯について、市議会への対応の記載が計画によって異なるので統

一していただきたい。（副市長） 

 ⇒原則記載するよう全庁的に周知する。（秘書政策課長） 

 ・文化芸術基本計画では新市民会館の整備を記載しているが、生涯学習推進計画

での位置付けは必要ないか。（副市長） 

 ⇒具体的施策の「公共施設の有効活用」において、新市民会館の積極的な活用な

どについて記載している。（生涯学習課長） 

 

 ⑶ 報告事項（市政に重大な影響を与える法令等の制定改廃、国及び県の動向、又は 

重要な事務事業の進行状況に関すること） 

  なし 

 

４ その他 

①マルタスマナーアップキャンペーン等について（市民生活部長） 

 マルタスは学生をはじめ、若い世代にも多くの利用をいただいているが、一部マナ

ーの悪い利用者がおり、落ち着いて利用ができないとの苦情も出ていることから、マ



ナーアップキャンペーンとして、適正利用の啓発チラシを作成し、館内や近隣の学校

に配布する。みんなが利用しやすいルールづくりを心がけたいと考えている。 

 また、マルタスの１月のイベントインフォメーションチラシができたので周知等お

願いする。 

 

③ＮｅｗＹｅａｒロビーコンサートについて（産業文化部長） 

 令和３年度の丸亀市芸術体験プログラムとして、１月６日（木）午後０時 10 分か

ら、庁舎ロビーを活用したコンサートの第２弾を開催する。市民の方々に文化芸術に

触れてもらい、興味をもってもらう趣旨で実施するもので、令和３年度の若手芸術家

支援事業で採択されたフルート奏者の大山宙透（おおやまひろゆき）さんなど３名の

奏者による演奏を予定している。 

・昨年末に実施したコンサートについて、来庁者の反応はどうか。昼休みにしか来庁

できない方などから苦情は入っていないか。（副市長） 

⇒特に苦情は聞いていない。報道もあって反響も大きく、発表の場の提供という意味

でも事業効果があると考えている。 

 

④丸亀城新春フェスタについて（産業文化部長） 

 １月 10 日（月・祝）、丸亀城で新春フェスタを開催する。メインイベントの福男

選手権には、現時点で小学生の部 60 名、中学生の部 15 名、一般の部 70 名に応募を

いただいている。陸上の世界選手権に出場した木村和史さんも参加する予定である。 

 

５ 副市長から 

  市議会やマスコミに情報提供を行う際には、内容に漏れがあってはいけないので公

文書的な体裁も大事だが、事務的な情報提供に終始せずに事業の内容を訴えるような

意識も持って資料の作成をお願いしたい。 

 

６ 教育長から 

  昨年度から丸亀こどもデーがスタートした関係で、冬休みを短縮し、３学期の始業

式は７日に行う。県下でも一足早い始業式となるため、市内の３小学校においてマス

コミ各社の報道が予定されている。 

 

７ モーターボート競走事業管理者から 

年末年始の市長杯ではレースの中止や順延等もあったが、昨日無事に優勝戦を終え

ることができた。売上は 37 億円程度で、中止等を除けば目標を達成できている。第

４四半期の開催日数は 47 日の予定となっており、今年度は悪天候が多いが、引き続

き職員一丸でレース運営に臨んでいきたい。 

 



８ 出席状況 

⑴ 庁議構成者（第５条） 

 

職 氏 名 出欠 

市 長 松 永 恭 二 ○ 

副 市 長 横 田 拓 也 ○ 

教 育 長 金 丸 眞 明 〇 

モーターボート  

競走事業管理者 
大 林   諭 〇 

市 長 公 室 長 山 地 幸 夫 〇 

総 務 部 長 栗 山 佳 子 〇 

健康福祉部長 宮 本 克 之 〇 

市民生活部長 小 山 隆 史 〇 

都市整備部長 吉 本 博 之 ○ 

産業文化部長 林   裕 司 ○ 

ボートレース 

事 業 局 次 長 
福 本 泰 幸 〇 

教 育 部 長 七 座 武 史 〇 

消 防 長 田 中 道 久 ○ 

議会事務局長 渡 辺 研 介 ○ 

      

(2) 関係職員（第９条） 

   市長公室職員課長             徳 田   寛 

総務部財政課長              宮 西 浩 二 

市民生活部生涯学習課長          田 中 壽 紀 

市民生活部生涯学習課副課長        高 木 和 弘 

市民生活部スポーツ推進課副課長      野 本 政 宏 

市民生活部スポーツ推進課市民体育担当長  香 川 賢 史 

       

(3) 事務局（市長公室秘書政策課） 

   市長公室秘書政策課長        窪 田 徹 也 

   市長公室秘書政策課副課長      谷 本 智 子 

   市長公室秘書政策課政策推進担当長  宇 野 大志郎 

   市長公室秘書政策課主任       大 川   智 

   市長公室秘書政策課副主任      安 藤 悠 子 


